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浦
哲
郎
初
期
恋
愛
小
説

『
週
刊
平
凡
』
に
み
る

i

近

藤

洋

子

は
ユ

三
浦
哲
郎
は
、
「忍
ぶ
川
」

(60
年

10
月

『新
潮
』)

の
芥
川
賞
受
賞

(
6!
年
)

後
、
「
恥
の
譜
」
(a
年
3
月
)
「初
夜
」

(
61
年
10
月
)
「帰
郷
」
(
62
年
2
月
)
な

ど
自
伝
的
小
説
を
発
表
し
た
。

そ
の
後
62
年
5
月
か
ら
、
創
刊
二
年
後

の

『
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
』
(小
学
館
)

に
、

「
湖
影
」

の
十

一
回
に
亘
る
連
載
を
始
め
た
。
連
載
開
始

に
あ
た
り
三
浦
は

「ぼ

く
の
今
ま
で
書
い
た
小
説
は
愛
の

一
つ
の
形
に
は
違
い
な
い
が
、
ぼ
く
の
理
想
と

す
る
愛
の
世
界

で
は
な
か

っ
た
。
こ
の
小
説
で
、
は
じ
め
て
ぼ
く
の
理
想
と
考
え

て
い
た
純
愛
の
世
界
を
書
い
て
み
た
い
の
で
す
。
」
(『
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
』
同
年
5

月
号
)
と
語

っ
て
い
る
。
拙
論

「
三
浦
哲
郎
初
期
恋
愛
小
説
論
1

「湖
影
」
を
め

は
　

ぐ
っ
て
ー
」

で
は
、
「湖
影
」
の
純
愛
と
、
「忍
ぶ
川
」
の
古
風
と
評
さ
れ
た
愛
の

世
界
と
が
通
底
し
て
い
る
と
論
じ
た
。

三
浦
は

「
湖
影
」
連
載
終
了
か
ら
二
年
後
の
65
年
7
月
か
ら

『
週
刊
平
凡
」

(
59
年
5
月
創
刊
、
平
凡
出
版
)
の

「恋
愛
百
景
」
に
連
載
を
載
せ
る
。
「恋
愛
百

景
」
は
65
年
6
月
10
日
号
か
ら
始
ま

っ
た
企
画
で
、
読
み
切
り
小
説

(12
～
13
枚
、

4
ペ
ー
ジ
)
を
、
異
な

っ
た
作
家
が
順
に

一
話
ず

つ
執
筆
し
、
合
計
百
話
掲
載
す

る
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
も
の
で
あ

っ
た
。
四
人
の
作
家
、
戸
川
昌
子
、
富
島
健
夫
、

松
本
孝
、
三
浦
哲
郎

の
競
作
で
あ
る
。
66
年
3
月
に
戸
川
昌
子
は
佐
藤
愛
子
に
、

松
本
孝
は
田
辺
聖
子
に
交
替
す
る
。

三
浦
は
第
四
話
か
ら
最
終

の
第

一
〇
〇
話

(
67
年
5
月
25
日
号
)
ま
で
の
全
二
五
話
を
執
筆
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
『週
刊
平

凡
』
と
い
う
新
し
い
場
に
お
け
る
恋
愛
小
説
を
対
象
と
し
た
、
三
浦
哲
郎
の
小
説

研
究
の
た
め
の
覚
書

で
あ
る
。

『週
刊
平
凡
』
は
、
平
凡
出
版
株
式
会
社
が
59
年
5
月
に
創
刊
し
た
雑
誌

で
あ

る
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

"
テ
レ
ビ
の
あ
る
茶
の
間
の
娯
楽
誌
"
と
し
て
、

テ

は
ヨ

レ
ビ
の
普
及
台
数
が
三
百
万
台
に
達
し
た
の
を
機
に
創
刊
し
た
。
創
刊
号
は
、
98

ペ
ー
ジ
、
定
価
四
〇
円
、
発
行
部
数
51
万
部
。
先
行
の

『
週
刊
文
春
』
『週
刊
現

代
』
が
定
価
三
〇
円
の
時
代
に
、
四
〇
円
と
豪
華
な
印
象
を
与
え
た
。
二
代
目
社

長
清
水
達
夫
は

「表
紙
づ
く
り
で
基
本
的
な
ポ
リ
シ
ー
と
し
て
決
め
て
い
た
の
は
、

異
種
交
配
と
い
う
違
う
世
界
の
話
題
の
人
物
を
組
み
合
せ
る
方
法

で
あ
る
。
例
え

ぼ
、

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
女
優
、
政
治
家
と
流
行
歌
手
、
映
画
女
優
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ

　
る

ン
モ
デ
ル
な
ど
と
い
う
組
み
合
せ
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
創
刊
号
は
テ
レ

ビ
の
時
代
に
相
応
し
く
、
白
を
背
景
に
赤
い
ス
ポ
ー
ッ
カ
ー
に
、
当
時
人
気
の
あ

っ

た
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
⊥
局
橋
圭
三
と
人
気

ス
タ
i
団
令
子
が
乗

っ
て
い
る
と
い

う
表
紙

で
あ

っ
た
。
同
年
12
月
発
行
の
年
末
発
売
第
35
号
は
発
行
部
数
を
88
万
部

に
伸
ば
し
、
さ
ら
に
60
年
12
月
発
行
の

「新
春
特
別
増
大
号
」
(定
価
五
〇
円
)

は
う

は
百
万
部
を
超
え
た
。

三
浦
が

「恋
愛
百
景
」
に
寄
稿
し
て
い
た
66
年
6
月
当
時
の
、
『
週
刊
平
凡
』

　
　

読

者

の

現
状

に

つ
い

て
、

以

下

の
よ

う

な

調

査

報

告

が

あ

る
。

○
性

別

女

性

81

・
2

%

、

男

性

18

・
8
%

○
年

齢

18
歳

～

19
歳

21

・
8

%

、

16
歳

～

17
歳

15

・
2

%
、

20
歳

～

21
歳

15

・
0

%

、

30
歳

以

上

!3

・
7
%

、

22
歳

～

23
歳

!2

・
4

%

、

24
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歳

～

25
歳

9

%

以

下

略

○

学

歴

高

卒

姐

・
1

%

、

中

卒

3!

・
2

%

、

高

校

生

且

・
0
%

、

短

大

卒

2

・
9
%
、

中

学
生

2

・
3
%

、
大

学
生

1

・
8

%
、
短

大

生

1

・

7
%

、

大

学

卒

1

・
3

%

、

そ

の
他

3

・
7
%

○

職

業

会

社

事

務

員

16

・
4

%

、

学

生

14

・
6

%

、

看

護

婦

・
理

容

美

容

師

12

・
9
%

、

主

婦

12

・
8
%

、

工

員

8

・
6

%

、

家

事

手

伝

い

6

・
5
%

、

販

売

従

業

員

6

・
4
%

、

サ

ー

ビ

ス
従

業

員

5

・
9

%

、

公

務

員

5

・
3
%

、

農

漁

業

0

・
6

%

、

無

職

そ

の
他

10

・

0
%

○

読

者

が

併

読

す

る
週

刊

誌

一
位

は

『
女

性

自

身

』

以

下

『
週

刊

明

星

』

『
ヤ

ン
グ

レ
デ

ィ
』

『
女

性

セ
ブ

ン
』

が

続

く

。

　
ア

ま

た
、

『
読

者

世

論

調

査

』

に

よ

れ

ば

、

同

時

期

の

『
週

刊

平

凡
』

の
人

気

度

は
、

65
年

・
66
年

・
67
年

い
ず

れ

も

第

五

位

で
あ

る
。

ち

な

み

に
第

一
位

は
、

65

年

『
女

性

自

身

』
、

66
年

『
サ

ン
デ

ー
毎

日

』
、

67
年

『
週

刊

朝

日
』

で
あ

っ
た
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
性
格
を
も

っ
た
雑
誌
の
連
載
恋
愛
小
説
に
、
三
浦
は
ど
の

よ
う
な
姿
勢
で
臨
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
浦
の
掲
載
小
説
の
タ
イ
ト
ル
を
次
に

あ
げ
る
。

第

三

二

話

「
星

空

の
下

は
孤

独

」

(
66

・
1

・
20
)

第

三

六

話

「
も

の
悲

し

い
過

去

」

(
66

・
2

・
17
)

第

四
〇

話

「
泣

き

だ

し

た

彼

女

」

(
66

・
3

・
17
)

第

四

四
話

「
結

婚

す

る
前

」

(
66

・
4

・
14
)

第

四
八

話

「
さ
ら

ば

東

京

」

(
66

・
5

・
19
)

第

五

二
話

「
奥

さ

ん

に
悪

い
…

」

(
66

・
6

・
16
)

第

五

六

話

「
結

婚

申

し

込

み
」

(
66

・
7

・
!4
)

第

六

〇

話

「
夏

だ

け

の
恋

人

」

(
66

・
8

・
U
)

第

六

四
話

「
ま

さ
か

、

あ

の
彼

が

…
」

(
66

・
9

・
8

)

第

六

八

話

「
外

泊

し

て
か

ら

」

(
66

・
10

・
6

)

第

七

二
話

「
姉

の
恋

人

」

(
66

・
U

・
3

)

第

七

六

話

「
若

い
母

親

」

(
66

・
12

・
1

)

第

八

〇

話

「
チ

ケ

ッ
ト
罐

の
恋

」

(
67

・
1

・
5

)

第

八

四
話

「
芳

江

の
芝

居

」

(
67

・
2

・
2

)

第

八

八

話

「
冷

た

い

リ

ン
ゴ

」

(
67

・
3

・
2

)

第

九

二
話

「
消

え

た
恋

人

」

(
67

・
3

・
30
)

第

九

六

話

「
ふ

た

り

の
秘

密

」

(
67

・
4

・
27
)

第

一
〇

〇

話

「
佐

枝

子

の
嫉

妬

」

(
67

・
5

・
25
)
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(全

二
五

話

)

第

四
話

「
勝

手

す

ぎ

る
男

」

(
65

・
7

・
1

)

第

八

話

「
抱

き

し

あ

て

ほ

し

い

の
」

(
65

・
7

・
28
)

第

十

二
話

「
危

険

な
関

係

」

(
65

・
8

・
26
)

第

十

六

話

「
星
空

が

目

に

し

み

る
」

(
65

・
9

・
23
)

第

二

〇
話

コ
涙
な

ん

か

見

せ

た

く

な

い
」

(
65

・
10

・
21
)

第

二

四

話

「
ひ

と

り

ぼ

っ
ち

の
街

」

(
65

・
U

・
!8
)

第

二

八
話

「
赤

ち

ゃ
ん

が

で
き

た
」

(
65

・
12

・
16
)

小
説
の
内
容
は
、
後
掲
の
梗
概
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
の
だ
が
、
主
人
公
の
多

く
が
、
上
京
し
た
独
身
女
性
で
あ
る
。
そ
の
中
で
第
三
六
話

「も
の
悲
し
い
過
去
」

は
他
の
小
説
と
異
な
り
、
作
者
が
顔
を
出
し
て
い
る
。
冒
頭
に

「き
ょ
う
は
、
ち
ょ
っ

と
お
も
む
き
を
変
え
て
、
わ
た
し

(作
者
)
の
知

っ
て
い
る
森
安
君
と
い
う
青
年

の
こ
と
を
書

こ
う
と
思
う
」
と
断
り
を
入
れ
、
末
尾
を

「
ひ
と
口
に
恋
と
い
っ
て

も
、
な
に
も

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
派
手
な
曲
折
に
富
む
も
の
ば
か
り
と
は
限
ら
な
い
。

森
安
君
の
よ
う
な
素
朴
な
悩
み
を
の
り
越
え
て
、
よ
り
堅
固
な
愛
を
育
て
て
い
る

恋
人
た
ち
が
、
い
か
に
多
い
こ
と
か
。
ひ
ん
な
人
た
ち
の
た
め
に
も
、
わ
た
し
は



森
安
君
の
恋
を

『恋
愛
百
景
』
の
ひ
と
つ
に
入
れ
ね
ば
な
る
ま
い
と
思

っ
た
の
で

あ
る
。」
と
結
ん
で
い
る
。
「恋
愛
百
景
」

で
は
当
初
か
ら
毎
号
小
説
の
後
に

「
こ

の
小
説
に
つ
い
て
の
感
想
、
ご
意
見
を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
こ
の

小
説
で
と
り
扱

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
悩
み
、
体
験
、
問
題
も
ど
う
ぞ
。
採
用
の
分

に
は
お
礼
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。」
と
い
う
編
集
部
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
載
せ
て

い
た
。
ま
た
、
三
浦
は
67
年
1
月
に
創
刊
さ
れ
た

『ジ

ュ
ニ
ア
文
芸
』
(小
学
館
)
に

お
い
て
、
創
刊
時
か
ら
71
年
8
月
に
終
刊
す
る
ま
で
の
間
、
五
五
回
に
亘
り

「人

生
相
談
室
」
の
解
答
者
を
務
め
た
。
後
に
そ
の
内
か
ら
六
四
篇
を
抜
葦
し

『
青
春

相
談
室
』
と
し
て
冗
年
9
月
に
秋
元
書
房

か
ら
出
版
し
て
い
る
が
、
そ
の
あ
と
が

き
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
は
、
「人
生
相
談
室
」

の
解
答
を

引
き
受
け
た
と
き
は
ま
だ
三
十
代
の
な

か
ば
で
し
た
。
人
生
経
験
も
豊
か
で
は
な
く
、
私
自
身
い
ま
だ
に
な
に
か
と

悩
み
の
多
い
人
間
で
す
の
で
、
こ
う
い
う
役
に
は
不
向
き
で
は
な
い
か
と
思

っ

た
の
で
す
が
、
年
下
の
世
代

の
悩
み
を

一
緒
に
悩
ん
で
み
る
こ
と
も
ま
た
自

分
の
人
生
経
験
の

一
つ
だ
と
思
い
直

し
、
た
と
え
ば
公
園
の
ベ
ン
チ
で
弟
や

妹
か
ら
打
ち
明
け
話
を
聞
い
て
そ
れ

に
自
分
の
意
見
を
い
っ
て
み
る
、
そ
ん

な
気
持
で
始
あ
た
の
が
、
い

つ
の
ま

に
か
五
年
も
続
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
姿
勢
は
、
第
三
六
話
の
作
者
の
言
葉
と
重
な
る
も
の
で
あ

る
。
前
述
の
調
査
に
あ

っ
た

『
週
刊
平
凡
』
の
読
者
層
に
、
寄
り
添
う
よ
う
に
小

説
を
書
い
て
い
る
の
だ
。

つ
ぎ
に
各
話
の
梗
概
を
記
す
。

「勝
手
す
ぎ
る
男
」
(第
四
話
)

登
志
子
は
商
事
会
社
に
勤
め
な
が
ら
定
時
制
高
校
を
卒
業
。
正
社
員
に
な

っ
た

翌
年
に
、
私
大
卒

の
藤
岡
が
入
社
し
同
じ
課
に
な
る
。
登
志
子
の
父
は
他
社
の
重

役
専
用
車
の
運
転
手
。
母
は
長
患

い
の
後
、
藤
岡
が
入
社
し
た
年
の
夏
に
死
去
。

三
浦
哲
郎
初
期
恋
愛
小
説

虚
脱
状
態
の
登
志
子
に
藤
岡
が
接
近
す
る
。
社
員
旅
行
で
誘
わ
れ
、
ず
る
ず
る
と

肉
体
関
係
を
も

つ
。
藤
岡
は
会
社
の
他

の
女
子
社
員
二
人
と
も
関
係
が
あ

っ
た
。

登
志
子
は
会
社
を
辞
め
デ
パ
ー
ト
に
転
職
す
る
。
大
学
生
の
康
夫
は
デ
パ
ー
ト
の

客
で
、
田
舎
育
ち
ら
し
い
朴
訥
な
人
柄

で
清
潔
、
飾
り
気
の
な
い
態
度
言
葉
に
登

志
子
は
惹
き
付
け
ら
れ
る
。
別
れ
て
か
ら

一
年
後
藤
岡
が
電
話
し
て
く
る
。
誘
い

を
断
り
切
れ
ず
、
待
ち
合
わ
せ
の
喫
茶
店
に
行
く
。
復
縁
を
迫
ら
れ
た
が
断

っ
た
。

「抱
き
し
あ
て
ほ
し
い
の
」
(第
八
話
)

上
京
し
て
会
社
の
寮

で
暮
ら
し
な
が
ら
勤
め
て
い
た
三
樹
子
は
、

一
年
前

に
東

京
の
大
学
に
通
う
登

(高
校
時
代
の
死
ん
だ
友
人
の
兄
)
と
偶
然
出
会
う
。
都
会

暮
ら
し
の
先
輩
と
し
て
相
談
し
た
り
す
る
内
、
登
も
よ
く
面
倒
を
見

て
く
れ
た
。

惹
か
れ
て
い
る
が
親
し
く
な

っ
て
ア
パ
ー
ト
に
訪
ね
た
り
し
て
も
、
登
は
指

一
本

触
れ
な
い
。
三
樹
子
は
そ
ん
な
登
が
歯
が
ゆ
い
。
登
に
誘
わ
れ
て
大
学
野
球
を
神

宮
球
場
に
観
に
行

っ
た
。
祝
勝
会

で
登
も
三
樹
子
も
酔

っ
た
。
登
の
同
級
生
小
島

が
登
と
三
樹
子
を
送
る
と

つ
い
て
き
た
。
三
樹
子
は

一
人
に
な
り
た
か

っ
た
が
小

島
は
離
れ
ず
、
「
登
に
は
婚
約
者
が
い
る
」
と
告
げ
る
。
酔

っ
て
い
た
三
樹
子
は

か

っ
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
小
島
が
不
意
に
三
樹
子
を
抱
き
し
め
、
叫
ぼ
う
と
し

た
三
樹
子
の
口
を
小
島

の
口
が
ふ
さ
い
だ
。

「危
険
な
関
係
」
(第

一
二
話
)

東
北
か
ら
中
卒

で
上
京
し
肉
屋
で
働
い
て
五
年
に
な
る
清
子
は
、
偶
然
中
学

の

と
き
の
国
語
教
師
佐
村
に
会

っ
た
。
中
学
時
代
密
か
に
憧
れ
て
い
た
先
生
だ

っ
た
。

佐
村
は
童
話
を
書
い
て
い
た
が
あ
ま
り
売
れ
ず
、
妻
が
銀
座
の
ク
ラ
ブ

で
ホ
ス
テ

ス
を
し
て
生
活
を
支
え
て
い
た
。
清
子
は
何
度
か
先
生
を
訪
ね
る
よ
う
に
な
り
、

次
第
に
派
手
な
身
な
り
の
妻
を
先
生
に
相
応
し
く
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
。
憧

れ
が
憧
れ
以
上
の
も
の
に
な
り
、
な
ん
と
か
し
て
二
人
を
別
れ
さ
せ
る
方
法
は
な

い
か
と
思
う
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
。
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「星
空
が
目
に
し
み
る
」
(第

一
六
話
)

高
校
卒
業
後
郷
里
北
陸

の
町
を
出

て
上
京
し
、
会
社
勤
め
を
し
て
二
年
に
な
る

千
秋

に
は
、
会
社

の
短
歌
同
好
会

で
親
し
く
な

っ
た
豊
と
い
う
恋
人
が
い
た
。
清

潔
な
恋
人
同
士

で
あ
る
。
千
秋
は
秋
祭
り

に
帰
郷
し
、
高
校
時
代
に
嫌

っ
て
い
た

森
川
に
会
う
。
大
阪
で
働
い
て
い
る
森
川
は
快
活
に
な

っ
て
い
て
、
千
秋
は

つ
い

気
が
緩
ん
だ
。
高
校
時
代
よ
く
談
話
会
を
開
い
た
川
原
に
着

い
た
と
き
、
森
川
が

突
然
千
秋
を
襲

っ
た
。
東
京

に
帰

っ
た
千
秋
の
変
化
に
豊
が
疑
問
を
抱
き
、
秋
の

海
に
誘

っ
た
。
千
秋
は
意
を
決
し
て
郷
里

で
の
こ
と
を
話
そ
う
と
す
る
。
な
に
か

本
当
の
も
の
が
そ
こ
か
ら
始
ま
る
よ
う
な
気
が
し
て
。

「涙
な
ん
か
見
せ
た
く
な
い
」
(第
二
〇
話
)

陽
子
は
二
年
前
の
高
校
三
年
の
時
の
友
人
た
ち
と
旅
行
中
に
箱
根
で
、
東
京
在

住
の
敏
男
と
知
り
合
う
。

ペ
ン
フ
レ
ン
ド
と
し
て
手
紙
の
や
り
と
り
を
す
る
内
に
、

恋
心
を
抱
き
結
婚
し
た
い
と
思
う
。
高
校
を
卒
業
し
て
上
京
。
相
変
わ
ら
ず
敏
男

は
髪
は
ぼ
さ
ぼ
さ
で
無
口
だ
が
、
陽
子
に
は
そ
れ
が
シ
ッ
ク
に
見
え
て
、
い
か
に

も
金
持
ち
の
息
子
で
画
家
ら
し
か

っ
た
。
三

ヶ
月
音
信
が
途
絶
え
、
敏
男
の
家
を

訪
ね
た
。
敏
男
は
貧
し
い
ガ
リ
版
書
き
だ

っ
た
。
「
何
故
来
た
ん
だ
」
と
い
わ
れ
、

不
幸
に
も
怒

っ
て
し
ま
い

「
あ
ん
た
、
私
を
騙
し
て
い
た
の
ね
」
と
陽
子
は
叫
ぶ
。

「帰
れ
よ
」
と
い
っ
た
敏
男
の
目
に
涙
が
盛
り
上
が

っ
て
い
た
の
に
気
付
か
な
か
っ

た
。「

ひ
と
り
ぼ

っ
ち
の
街
」
(第
二
四
話
)

信
州
出
身
の
木
下
房
子
は
高
校
二
年
生

の
と
き
、
湯
治
場
で
東
京
Q
大
生
の
花

田
と
出
会
い
恋
心
を
抱
い
た
。
房
子
は
高
校
卒
業
後
上
京
し
タ
ク
シ
ー
会
社
に
勤

め
て
い
た
。
タ
ク
シ
ー
会
社
の
事
故
で
搭
乗
し
て
い
た
木
島
の
見
舞
い
に
社
命
で

出
か
け
、
そ
れ
以
来
交
際
し
て
い
た
。
あ

る
日
、
木
島
に
性
的
関
係
を
求
め
ら
れ

拒
否
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
信
じ
ら
れ
な
く
な
り
二
人
の
関
係
は
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て

い
た
。
そ
ん
な
と
き
に
花
田
と
再
会
し
た
。
木
島
に
対
し
て
イ
ラ
イ
ラ
が
募
り
、

口
論

と

な

っ
て
走

り
去

っ
た
。

泣

き

な

が

ら
花

田

を
想

い
、

花

田

に
自

分

を

投

げ

出

し

た

く

な

っ
て

ア

パ

ー

ト

に
行

っ
た
。

留
守

だ

っ
た

が

帰

る

ま

で
待

と

う

と

す

る
。「

赤
ち
ゃ
ん
が
で
き
た
」

(第
二
八
話
)

勤
め
て
い
る
美
容
院
の
家
族
と
の
旅
行
の
帰
途
、
葉
子
は
列
車
の
向
か
い
側
に

座

っ
た
山
男
の
野
口
と
親
し
く
な
る
。
孤
独
そ
う
に
見
え
た
野
口
に
惹
か
れ
、
文

通
が
始
ま
る
が
、

一
方
的
な
文
通
で
住
所
は
不
明
だ

っ
た
。
誕
生
日
に
肉
体
関
係

を
も
ち
妊
娠
し
た
。
不
安
に
な

っ
た
葉
子
は
野
口
の
会
社
に
電
話
し
、
妻
子
が
い

る
こ
と
を
知
る
。
子
ど
も
の
病
気
で
欠
勤
し
た
野
口
の
家
を
探
し
当
て
顔
を
見
る

が
、
妻
ら
し
き
女
性
を
見
て
、
指
定
さ
れ
た
喫
茶
店
に
行
か
ず
、
帰
宅
す
る
。
数

日
後
妻
子
が
い
て
も
寂
し
く
、
君
を
愛
す
る
気
は
変
わ
ら
な
い
と
書
い
た
手
紙
が

届
く
。
葉
子
は
子
ど
も
を
産
ん
で
野
口
を

つ
な
ぎ
止
め
よ
う
と
す
る
が
、
診
察
を

受
け
た
医
師
か
ら
、
想
像
妊
娠
だ
と
い
わ
れ
る
。

「星
空
の
下
は
孤
独
」
(第
三
二
話
)

洋
菓
子
店
で
働
く
満
里
子
は
、
社
員
旅
行
で
系
列
工
場
で
働
く
岡
本
圭
吉
と
親

し
く
な
る
。
正
月
三
日
夜
、
圭
吉
に
芸
者
の
子

で
私
生
児
だ
と
打
ち
明
け
ら
れ
る
。

満
里
子
は
継
母
育
ち
だ

っ
た
が
、
圭
吉
の
孤
独
に
同
情
し
た
。
会
社
の
車
が
事
故

を
起
こ
し
、
同
乗
し
て
い
た
圭
吉
も
怪
我
を
し
た
。
圭
吉
の
父
親
に
借
金
の
い
い

わ
け
を
す
る
た
め
に
、
運
転
し
て
い
た
高
田
が
圭
吉
を
乗
せ
て
い
た
と
聞
き
、
満

里
子
は
圭
吉
の
父
親
が
洋
服
屋
で
健
在
な
の
を
知
る
。
庶
務
課
の
友
人
浅
子
に
、

圭
吉
は
両
親
健
在
で
四
人
兄
弟
と
聞
か
さ
れ
驚
く
。
さ
ら
に
広
瀬
浩
子
か
ら
、
自

分
も
圭
吉
に
芸
者
の
子
と
聞
か
さ
れ
た
し
、
他
に
も
沢
山
同
じ
手
で
騙
さ
れ
た
人

が
い
る
と
い
わ
れ
、
愕
然
と
す
る
。

「も
の
悲
し
い
過
去
」
(第
三
六
話
)

作
者
は
運
動
不
足
解
消
の
た
め
に
、
氏
神
様
の
社
の
裏

の
森

で
素
振
り
と
縄
跳
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び
を
す
る
こ
と
に
す
る
。
い
つ
も
社
殿
の
階
段
に
男
女
が
座

っ
て
い
た
。
あ
る
日

一
人
で
座

っ
て
い
た
青
年
森
安
に
、
煙
草

の
火
を
借
り
、
知
り
合
い
に
な
る
。
女

が
来
な
く
な

っ
て
そ
の
内
森
安
も
来
な
く
な

っ
た
。
夏
の
終
わ
り
、
蕎
麦
屋
で
酒

を
飲
ん
で
い
る
と
、
森
安
が
入

っ
て
来

て

一
緒
に
飲
ん
だ
。
酒
に
強
く
な
さ
そ
う

な
森
安
か
ら
、
「
女
は
初
め

て
の
男
が

一
生
忘
れ
ら
れ
な
い

っ
て
本
当
か
」
と
尋

ね
ら
れ
面
食
ら
う
。
「前
に
男
と
そ
ん
な
関
係
が
あ

っ
た
と
打
ち
明
け
ら
れ
た
」

と
い
う
。
私
は

「相
手
の
女
が
好
き
で
た
ま
ら
な
か

っ
た
ら
、
そ
の
苦
し
み
を
乗

り
越
え
る
ほ
か
な
い
。
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
苦
し
み
抜
く
ほ
か
な
い
。
苦
し
む

の
が
い
や
で
ご
ま
か
す
奴
よ
り
ず

っ
と
立

派
だ
」
と
応
え
た
。
恋
と
い
っ
て
も
派

手
な
曲
折
に
富
む
ぼ
か
り
で
な
く
、
素
朴

な
悩
み
を
乗
り
越
え
て
堅
固
な
愛
を
育

て
て
い
る
恋
人
た
ち
が
い
か
に
多
い
か
。

そ
ん
な
人
た
ち
の
た
め
に
こ
の
話
を
入

れ
た
。

「泣
き
だ
し
た
彼
女
」
(第
四
〇
話
)

織
枝
と
高
校
時
代
の
親
友
高
子
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
二
人
で
過
ご
す
相
談
を
し

た
日
、
定
期
券
入
れ
を
拾

っ
た
。
中
を
見

て
直
接
落
と
し
主
の
Q
大
生
三
年
大
塚

六
郎
に
高
子
が
送
る
こ
と
に
な

っ
た
。
十
日
ほ
ど
し
て
訊
い
た
ら
、
簡
単
な

ハ
ガ

キ
の
礼
状
が
来
た
と
高
子
は
い

っ
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
二
日
前
に
今
年
は
姉
の
手

伝
い
で
行
け
な
い
と
高
子
か
ら
い

っ
て
き
た
。
二
月
末
に
高
校
生
に
呼
び
止
め
ら

れ
、
定
期
入
れ
を
落
と
し
た
か
、
と
い
わ
れ
た
。
中
を
覗
い
て
み
る
と
大
塚
六
郎

の
だ

っ
た
。
高
子
に
連
絡
す
る
と
、
そ
ん
な
馬
鹿
な
と
怒

っ
て
い
た
が
、
織
枝
が

送
る
こ
と
に
な
る
。
大
塚
か
ら
丁
寧
な
礼
状
が
届
き
、
よ
か

っ
た
ら

一
度
会

っ
て

く
れ
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
手
紙
を
高
子
に
見
せ
る
と

「
私
が
貰

っ
た
の
と
同
じ
だ
」

と
い
う
。
大
塚
は
何
人
も
の
女
を
弄
ん
で
い
た
の
だ

っ
た
。
二
人
は
危
う
く
逃
れ

た
の
だ

っ
た
。

「結
婚
す
る
前
」
(第
四
四
話
)

牧
信
子
は
ゴ
ル
フ
場

の
事
務
員
を
し
て
い
て
、
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会
員
名
簿
の
中
に
岡
田
寛
治
の

名
を
見

つ
け
た
。
以
前
栃
木

で
友
人
た
ち
と
共
同
経
営
の
洋
装
店
を
開
い
て
い
た

頃
、
近
郷
の
農
家
の
嫁
に
洋
服
を
届
け
た
帰
り
、
二
人
連
れ
の
男
に
無
理
矢
理
車

に
引
き
込
ま
れ
そ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
と
き
通
り
が
か

っ
た
車
に
助
け
ら
れ
た
が
、

そ
れ
が
M
大
生
岡
田
寛
治
だ

っ
た
。
岡
田
の
車
で
送
ら
れ
て
帰

っ
た
が
、
次
第
に

惹
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
何
度
か
手
紙
を
出
し
、
簡
単
な
返
事
が
来
る
こ
と
が

数
年
あ

っ
た
。
三
年
前
に
今
の
夫
と
知
り
合
い
、
結
婚
し
て
平
穏
無
事
に
暮
ら
し

て
い
る
。
岡
田
を
心
の
恋
人
と
し
て
想

い
、
名
前
と
面
影
だ
け
を
心
の
お
守
り
札

の
よ
う
に
し
て
生
き
て
い
た
娘
時
代
を
、
愛
お
し
い
と
思

っ
た
。
そ
ん
な
若
い
日

の
思
い
出
を
持

つ
自
分
が
、
漫
然
と
青
春
を
遊
び
暮
ら
し
た
人
に
比

べ
て
、
ど
ん

な
に
仕
合
せ
か
と
思

っ
た
。

「
さ
ら
ば
東
京
」
(第
四
八
話
)

東
北
出
身

一
九
歳
の
里
美
は
三
年
前
に
上
京
し
、
学
生
寮
の
炊
事

・
掃
除

の
仕

事
を
し
て
い
て
、
寮
生
の
柏
木
に
好
意
を
抱
い
て
い
た
。
あ
る
朝
、
目
覚
ま
し
を

頼
ま
れ
た
六
号
室
に
行
く
と
、
そ
の
部
屋
の
佐
久
間
は
お
ら
ず
、
里
美
の
嫌

っ
て

い
た
黒
田
が
い
て
乱
暴
さ
れ
そ
う
に
な

っ
た
。
廊
下
の
足
音
に
黒
田
が
怯
ん
だ
隙

に
逃
げ
た
。
足
音
は
偶
然
通
り
か
か

っ
た
柏
木
の
も
の
だ

っ
た
。
そ
の
日
以
来
帰

郷
し
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
柏
木
に
相
談
し
た
。
柏

木
は

「
田
舎
で
は
あ
ん
た
達
み
た
い
な
若
い
人
の
力
が

一
番
必
要
な
の
だ
」
と
静

か
に
い
わ
れ
、
決
心
し
て
帰
郷
し
た
。
都
会
の
華
や
か
さ
の
蔭
に
、
都
会

の
苦
し

さ
辛
さ
が
潜
ん
で
い
る
現
実
が
あ

っ
た
。

「奥
さ
ん
に
悪
い
…
」
(第
五
二
話
)

上
京
し
て
親
戚
の
病
院

で
事
務
員
を
し
て
い
る
千
沙
子
は
、
偶
然
六
年
ぶ
り
に

初
恋
の
高
校
先
輩
の
梶
原
に
会

っ
た
。
商
業
美
術
を
勉
強
し
て
い
る
と
い
う
梶
原

は
、
結
婚
し
て
い
て
鎌
倉

に
住
ん
で
お
り
、
大
学
の
先
輩
が
こ
の
町
に
い
る
と
い

う
。
そ
れ
か
ら
十
日
ほ
ど
し
て
、
雨
に
降
ら
れ
た
と
い
っ
て
病
院
に
や

っ
て
来

て

以
来
、
電
話
を
く
れ
た
り
来
た
り
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
高
校

で
は
梶
原

の
友
人
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園
部
が
千
沙
子
に
接
近
し
た
の
で
、
梶
原
が
離
れ
て
い
っ
た
の
だ

っ
た
。
夏
の
終

わ
り
に
梶
原
か
ら
誘
わ
れ
た
が
、
断
る
こ
と
に
し
た
。
千
沙
子
は
い
つ
も
自
分
を

巡

っ
て
起

こ
る
愛
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
よ
う
と
し
た
の
だ

っ
た
。
六
年
前
に
死
ん

だ
恋
は
そ
の
ま
ま
眠
ら
せ
よ
う
と
思

っ
た
。

「結
婚
申
し
込
み
」
(第
五
六
話
)

雑
誌
社
事
務
員
の
海
野
桐
子
は
両
替
を
し
て
も
ら
い
に
行

っ
た
先
の
寿
司
屋
で
、

竹
治
に
会

っ
た
。
寿
司
屋
の
女
将
さ
ん
の
弟
で
、
ヤ
ク
ザ
の
よ
う
な
目

つ
き
の
鋭

い
男
だ

っ
た
。
桐
子
は
、
竹
治
の
読
ん
で
い
た
競
輪
新
聞
を
切

っ
掛
け
に
、
「競

輪
の
自
転
車
が
風
み
た
い
に
走
る
と
こ
ろ
を
見
る
の
が
好
き
」
と
告
げ
る
。
そ
れ

か
ら
何
度
か
顔
を
合
わ
せ
る
が
、
段
々
竹
治
の
口
数
が
減
り
、
以
前
よ
り
熱
心
に

仕
事
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
梅
雨
明
け
の
頃
女
将
さ
ん
が
、
竹
治
が
桐
子

を
気
に
入
り
結
婚
し
た
が

っ
て
い
る
と
い
う
。
元
競
輪
選
手
の
竹
治
は
八
百
長
事

件
に
巻
き
込
ま
れ
て
止
め
、

一
時
ぐ
れ
て
い
た
が
、
仲
間
の
殺
人
事
件
で
足
を
洗

っ

た
の
だ

っ
た
。
店
を
来
年
に
も
持
た
せ
よ
う
と
も
女
将
は
い
っ
た
。
し
か
し
、
竹

治
は
桐
子
の
い

っ
た

「自
転
車
が
風
み
た

い
に
走
る
と
こ
ろ
」
に
刺
激
を
受
け
て
、

朝
自
転
車
に
乗

っ
て
い
て
事
故
死
し
た
。
桐
子
に
、
掛
け
替
え
の
な
い
人
を
失

っ

た
悲
し
み
が
こ
み
上
げ
て
き
た
。

「夏
だ
け
の
恋
人
」
(第
六
〇
話
)

わ
た
し

(
ア
ヤ

・
一
九
歳
)
は
東
京
か
ら
友
人
の
サ
ヨ
と

ユ
カ
リ
の
三
人
で
、

西
伊
豆
に
出
か
け
た
。
砂
浜
で
ハ
マ
グ
リ
を
足
で
探
り
採

っ
て
い
た
が
、
友
人
た

ち
は
ど
こ
か
に
行

っ
て
し
ま
い
、

一
人
残

さ
れ
た
。
そ
の
内
、
足
を
貝
殻
で
怪
我

し
て
し
ま
い
よ
ろ
け
た
と
こ
ろ
を
、
ケ

ン
に
助
け
ら
れ
た
。
ケ
ン
は

一
人
で
民
宿

に
泊
ま

っ
て
い
た
。
海
に
浮
き
袋
を
浮
か
べ
て
、
わ
た
し
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

月
夜
の
晩
に
も
こ
う
し
た
い
と
い

っ
た
。
翌
々
日
星
降
る
夜
に
出
か
け
る
と
、
ケ

ン
が
後
か
ら

つ
い
て
き
て
、
浮
き
袋
に
乗

せ
て
く
れ
た
。
そ
の
晩
は
初
め
か
ら
決

ま

っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
唇
を
重
ね
た
。
そ
れ
以
来
毎
年
、
西
伊
豆
の
入
り
江

の
浜
で
会

っ
た
。
他
の
海
辺
の
恋
人
た
ち
よ
り
も
遙
か
に
深
い
、
見
栄
も
打
算
も

な
い
純
な
恋
仲
だ

っ
た
。
ケ
ン
は
わ
た
し
の
夏
の
恋
人
。
他
で
は
会

っ
た
こ
と
も

な
い
。

「ま
さ
か
、
あ
の
彼
が
…
」
(第
六
四
話
)

文
林
堂
書
店
の
図
鑑
棚
に
い
つ
も
来
て
本
を
見
る
男
を
、
同
僚
の
茂
子
は
万
引

き
要
注
意
と
い
う
が
、
由
美
子
は
そ
う
は
見
え
な
か
っ
た
。
新
規
配
達
顧
客
と
な
っ

た
木
村
ナ
イ

ロ
ン
株
式
会
社
に
配
達
に
行

っ
た
由
美
子
は
、
そ
こ
で
図
鑑
の
男
細

倉
民
男
に
会

っ
た
。
細
倉
は
倒
れ
て
歪
ん
だ
自
転
車
を
直
し
て
く
れ
た
。
蝶
が
好

き
で
図
鑑
を
見
て
い
た
と
い
い
、
そ
の
後
も
度
々
来
た
が
、
と
う
と
う

一
冊
購
入

し
来
な
く
な

っ
た
。
由
美
子
は
細
倉
が
来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
自
分
に
気

付
く
。
し
ば
ら
く
し
て
ま
た
来
店
し
、
更
に
高
い
図
鑑
を
本
当
は
欲
し
い
と
い
う
。

自
分
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
い
と
小
遣
い
を
貯
め
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
す
が
、

店
に
来
な
く
な
る
と
寂
し
い
と
い
う
新
し
い
悩
み
が
で
き
た
。

「外
泊
し
て
か
ら
」
(第
六
八
話
)

モ
ナ
リ
ザ
洋
装
店
の
店
員
芳
江
は
同
僚
の
妙
子
、
君
代
と
二
人
の
ボ
ー
イ
フ
レ

ン
ド
金
星
堂
時
計
店
の
店
員
二
人
と
、
新
入
店
員
の
藤
木
の
六
人
で
ハ
イ
キ
ン
グ

に
出
か
け
た
。
夕
方
ま
で
楽
し
く
過
ご
し
た
が
、
芳
江
だ
け
気
分
が
悪
く
な
り
、

眠
気
に
襲
わ
れ
て
し
ま

っ
た
。
翌
朝
目
覚
あ
る
と
、
自
分
に
付
き
添

っ
た
藤
木
が

い
た
。
店
に
戻
る
と
妙
子
に
、
自
分
た
ち
も
宿
に
泊
ま

っ
た
と
嘘
を

つ
く
よ
う
に

頼
ま
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
店
主
が
宿
に
電
話
し
て
嘘
が
ば
れ
た
。
芳
江
は
詰
問
さ

れ
て
、
他
の
二
人
の
こ
と
は
白
状
し
た
が
、
藤
木
と
は
何
も
な
か

っ
た
と
訴
え
た
。

し
か
し
信
じ
て
も
ら
え
ず
、
律
儀
な
店
主
は
金
星
堂
に
働
き
か
け
て
、
交
際
禁
止

に
な

っ
た
。
芳
江
と
藤
木
は
信
じ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
に
怒
り
、
定
休
日
に
会

っ

て
怒
り
を
ぶ
ち
ま
け
合
い
慰
め
合
う
よ
う
に
な

っ
た
。
大
人
の
疑
い
深
さ
が
、
純

な
二
人
に
背
信
の
匂
い
の
す
る
妖
し
げ
な
恋
の
付
け
火
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
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「
姉
の
恋
人
」
(第
七
二
話
)

銀
行
員
の
昌
枝
は
、
受
験
期
に
母
の
病
気
と
死
が
重
な
り
進
学
を
諦
め
た
。
姉

は
大
学
生
で
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
楠
本
が
恋
人
だ

っ
た
。
日
曜
日
に
父
は
ゴ
ル
フ

に
出
か
け
、
姉
に
小
遣
い
を
渡
さ
れ

て
、

「映
画
に
で
も
行

っ
た
ら
」
と
家
を
出

さ
れ
た
。
出
が
け
に
玄
関
で
楠
本
に
会
い
、
体
よ
く
追
い
出
さ
れ
た
と
思

っ
た
。

映
画
の
男
優
が
楠
本
に
似
て
い
て
ド
キ
ド
キ
し
た
。
ぶ
ら

つ
く
よ
り
も
庭
い
じ
り

が
し
た
く
な

っ
て
帰
宅
し
た
ら
、
鍵
が
掛

か

っ
て
い
た
。
合
い
鍵
で
入

っ
た
ら
ス

テ
レ
オ
の
音
が
低
く
鳴
り
、
二
階
の
姉

の
ベ

ッ
ド
か
ら
姉
の
笑
い
声
や
、
楠
本
の

つ
ぶ
や
き
が
聞
こ
え
た
。
昌
枝
は
こ
れ
ま

で
押
さ
え
て
い
た
姉
に
対
す
る
嫉
妬
が

む
き
出
し
に
な
っ
た
。
自
分
は
楠
本
に
恋

し
て
い
る
こ
と
に
も
気
付
い
た
。
昌
枝

は
家
を
出
て
ゴ
ル
フ
場
に
電
話
し
、
父
に
す
ぐ
に
帰
宅
す
る
よ
う
伝
え
て
貰

っ
た
。

近
所
の
も
の
だ
と
名
乗

っ
た
。

「若
い
母
親
」
(第
七
六
話
)

雪
子
と
冬
吉
は
毎
週
土
曜
日
に
デ
ー
ト
す
る
が
、
冬
吉
は
必
ず
郊
外
の
自
宅
に

十
時
半
ま
で
に
帰
る
。
母
親
が

一
人

で
待

っ
て
い
る
の
だ
。
冬
吉
は

つ
い
に
雪
子

に
プ
ロ
ポ
ー
ズ
す
る
。
す
ぐ
に
O
K
し
よ
う
と
し
た
が
、
言
葉
が
出
な
か

っ
た
。

必
ず
時
間
通
り
に
帰
宅
す
る
冬
吉
と
母
子

の
情
愛
に
た
め
息
が
出
る
。
羨
む
、
妬

む
、
憎
む
、
嫌
悪
す
る
そ
ん
な
た
め
息
が
出
る
。
次
の
土
曜
日
に
雪
子
は
冬
吉
の

母
に
会
い
た
い
と
い
う
。
冬
吉
を
愛
し
て
い
る
が
、

一
緒
に
暮
ら
す
母
親
に
対
す

る
不
安
が
あ

っ
た
。
は
じ
め
は
冬
吉
も
迷

っ
て
い
た
が
、
い
き
な
り
母
を
訪
ね
る

こ
と
に
し
た
。
家
に
い

つ
も
よ
り
早
く
帰
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
内
鍵
が
か
か

っ

て
い
た
。
早
く
帰
宅
し
た
冬
吉
に
母
は
驚

い
て
い
た
。
何
か
は
ら
は
ら
し
た
様
子

だ

っ
た
。

ア
ル
バ
ム
を
取
り
に
二
階
に
上
が

っ
た
冬
吉
は
、
男
を
見

つ
け
た
。
冬

吉
は
真

っ
青
に
な
り
、
鋭
い
他
人
を
見
る
よ
う
な
冷
た
い
眼
で
、
雪
子
を
見
た
。

「
チ
ケ
ッ
ト
罐
の
恋
」
(第
八
〇
話
)

折
原
淳
子
は
東
北

の
小
都
市

で
バ
ス
の
車
掌
を
し
て
い
る
。
使
用
済
み
の
キ

ッ

三
浦
哲
郎
初
期
恋
愛
小
説

プ
を
入
れ
る
チ
ケ
ッ
ト
罐
に
、
小
さ
な
結
び
文
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
が
入

っ
て
い
た
。

誰
宛
な
の
か
分
か
ら
な
か

っ
た
が
、
自
分
宛
だ
と
し
か
思
え
な
か

っ
た
。
客
も
多

く
混
雑
時
な
ど
誰
が
渡
し
た
か
も
全
く
分
か
ら
な
か

っ
た
。
な
ん
と
か
見

つ
け
よ

う
と
す
る
が
、
分
か
ら
な
い
ま
ま
三
度
そ
ん
な
こ
と
が
あ

っ
た
。
二
度
目
と
三
度

目
の
運
転
手
が
篠
田
だ

っ
た
が
、
酷
い
ど
も
り
で
あ
ま
り
話
を
し
た
こ
と
が
な
か

っ

た
。
篠
田
に
だ
れ
か
休
憩
時
間
に
乗

っ
て
こ
な
か

っ
た
か
訊
い
た
が
、
誰
も
い
な

い
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
そ
の
篠
田
が
ダ
ン
プ
カ
ー
に
追
突
さ
れ
て
事
故
死
し
た
。

労
務
課
長
か
ら
、
篠
田
の
机

の
引
き
出
し
か
ら
最
後
の
手
紙
が
入

っ
て
い
た
と
渡

さ
れ
た
。
も
う
二
度
と
自
分
を
訪
れ
て
来
な
い
か
も
し
れ
な
い
掛
け
替
え
の
な
い

も
の
を
失

っ
た
悲
し
み
が
こ
み
上
げ
て
、
声
を
忍
ん
で
泣
い
た
。

「芳
江
の
芝
居
」
(第
八
四
話
)

芳
江
と
川
野
は
相
思
相
愛
だ

っ
た
。

一
日
遅
れ
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
、
初
め
て

結
ば
れ
た
。

一
月
の
末
に
芳
江
は
川
野
に

「妊
娠
し
た
」
と
嘘
を

つ
い
た
。
川
野

は

「生
ん
で
い
い
」
と
い

っ
た
が
、
生
む
前
に
考
え
さ
せ
欲
し
い
と
い

っ
た
。
何

を
考
え
る
の
か
い

っ
て
く
れ
れ
ば
、
嘘
だ
と
い
う

つ
も
り
だ

っ
た
。
暮
れ
に
帰
郷

し
た
と
き
同
級
生
た
ち
に
、
男
に
騙
さ
れ
た
話
ば
か
め
聞
か
さ
れ
て
、
企
ん
だ
の

だ

っ
た
。
川
野
は
苦
心
し
て
い
た
が
、
「
芳
江
と
結
婚
す
る
。
ま
だ
若
く
家
庭
を

背
負
う
の
は
重
荷
だ
が
、
よ
い
家
庭
を
作
ろ
う
」
と
い
っ
た
。
芳
江
は
涙
が
出
そ

う
な
ほ
ど
有
り
難
か

っ
た
が
、
も
う
誤
魔
化
す
こ
と
は
で
き
ず
、
あ
れ
は
嘘
だ

っ

た
と
告
げ
た
。
川
野
は
き

っ
ぱ
り
芳
江
か
ら
去

っ
て
行

っ
た
。

「冷
た
い
リ
ン
ゴ
」
(第
八
八
話
)

ア
ッ
プ
ル
美
容
院
店
員
の
葉
子
は
、
他
の
三
人
の
同
郷
の
店
員

の
中

で

一
番
年

長
で
あ
る
。
女
主
人

の
実
家

の
り
ん
ご
園
か
ら
、
毎
月
リ
ン
ゴ
が

一
箱
送
ら
れ
て

く
る
の
が
み
ん
な
の
楽
し
み
だ

っ
た
。
去
年

の
十
月
届
い
た
リ
ン
ゴ

の
中
か
ら

「誰
よ
り
も
」
と
読
め
る
文
字
の
あ
る
リ
ン
ゴ
が

一
つ
出
て
き
た
。
翌
月
は

「
君

を
愛
す
」。
十
二
月
の
箱
か
ら
は

「
A

・
K
よ
り
」
だ

っ
た
。
そ
れ
を
見
せ
ら
れ
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三
浦
哲
郎
初
期
恋
愛
小
説

た
葉
子
は
、
故
郷

で
捨

て
て
き
た
素
朴
な
男
小
島
秋
夫
だ
と
分
か

っ
た
。
彼
な
ん

か
ど
う
で
も
よ
か

っ
た
。
葉
子
は
妊
娠
し

て
い
る
と
思

っ
て
い
て
、
相
手
が
必
ず

結
婚
し
て
く
れ
る
と
思

っ
て
い
た
が
、
振

ら
れ
た
ら
し
い
。
振
ら
れ
て
帰
宅
し
た

葉
子
の
机

の
上

に
、

一
月
に
送
ら
れ
た

「葉
子
さ
ん
」

の
文
字

の
入

っ
た
リ
ン
ゴ

が
、
女
主
人

の
手

で
置
か
れ
て
い
た
。
冬

の
リ
ン
ゴ
は
冷
た
か

っ
た
。

「消
え
た
恋
人
」

(第
九
二
話
)

去
年
、
白
井
早
苗
は
会
社
の
同
僚
た
ち
と
秩
父
長
瀞

ヘ
ピ
ク

ニ
ッ
ク
に
行

っ
た

帰
り
、
電
車
で
正
木
と
知
り
合

っ
た
。
デ
ー
ト
を
重
ね
急
速
に
親
し
く
な

っ
た
が
、

ク
リ
ス
マ
ス
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
急
に
よ
そ
よ
そ
し
く
な
り
、
正
木
は
引

っ
越
し
て

し
ま

っ
た
。
思
い
当
た
る
こ
と
は
肉
体
関
係
を
持

っ
た
こ
と
だ
。
「
そ
れ
ま
で
が

花
よ
」
と
同
僚
が
い
う
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
正
木
の
親
友
倉
田
と
は
六

大
学
野
球
を
観
に
行

っ
た
と
き
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
正
木
の
行
方
を
倉
田
に
捜

し
て
貰
い
分
か

っ
た
が
、
「知
ら
な
い
方
が
よ
い
」
と
教
え
て
く
れ
な
い
。
何
故

な
の
か
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
気
が
変
に
な
り
そ
う
で
、
あ
る
日
倉
田
を
訪
ね
問

い
た
だ
し
た
。
倉
田
は
し
ぶ
し
ぶ

「正
木
が
女
と
同
棲
し
て
い
る
こ
と
、
女
は
妊

娠
し
て
い
る
」
こ
と
を
告
げ
た
。
早
苗
は
泣
か
な
か

っ
た
。
倉
田
に
つ
か
ま
ら
せ

て
貰

っ
て
わ
た
し
は
大
丈
夫
と
思

っ
た
。
正
木
を
忘
れ
う
と
い
っ
た
倉
田
を
恨
ん

で
い
る
内
に
、
彼
に
心
を
奪
わ
れ
て
い
た

の
に
気
付
い
て
は
い
な
か

っ
た
。

「ふ
た
り
の
秘
密
」
(第
九
六
話
)

去
年
の
秋
、
寺
下
直
子
と
吉
川
達
夫
は
社
員
旅
行
で
知
り
合
い
、
親
し
く
な

っ

た
。
毎
日
曜
日
デ
ー
ト
す
る
が
、
プ
ラ
ト

ニ
ッ
ク
な
愛
の
無
邪
気
な
恋
人
同
士
だ
っ

た
。
そ
れ
が

一
ヶ
月
前
達
夫
が
、
お
互
い
秘
密
を
持
た
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
提

案
し
た
。
直
子
も
賛
成
し
た
が
、
過
去
の
疵
が
頭
に
浮
か
ん
だ
。
次
の
日
曜
日
達

夫
が
、
小
学
六
年
の
頃
病
気
で
入
院
し
て
二
ヶ
月
後
の
退
院
が
迫

っ
た
夜
、
親
切

だ

っ
た
看
護
婦
が
下
着
で
ベ
ッ
ド
に
忍
び
込
み
覆
い
被
さ
ら
れ
た
。
自
分
は
童
貞

で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
、
と
打
ち
明
け
た
。
次
の
デ
ー
ト
の
と
き
、
達
夫
は
快

活

だ

っ
た
。

そ

の
次

の

デ

ー

ト

で
直

子

が

、

「
中

一
の

と

き
、

浪

人

中

の
親

戚

の

男

に
、

流

感

で
寝

て

い

て
太

も

も

を

触

ら

れ

た
」

と

打

ち

明

け

た
。

「
処

女

じ

ゃ

な

い
か

も

し

れ

な

い
と

思

っ
て

い
る

の
か
」

と

達

夫

に

い
わ

れ

る

と

同

時

に
唇

を

ふ

さ

が

れ

た
。

そ

の
夜

以
来

、

タ

ブ

ー
だ

っ
た

セ

ッ
ク

ス
が

二

人

を

支

配

し

た

。

直

子

は

「
あ

あ
違

う
。

私

た

ち

は

こ
ん

な

風

に
な

る

ん

じ

ゃ
な

か

っ
た

」

と

思

い

な

が

ら
、

も

う

ど

う

す

る

こ
と

も

で
き

な

か

っ
た

。

「佐
枝
子
の
嫉
妬
」
(第

一
〇
〇
話
)

ユ
ー
カ
リ
用
品
店
店
員
の
佐
枝
子
と
、
彩
光
社
電
気
店
店
員
桐
山
圭
造
は
商
店

街
慰
安
旅
行
で
知
り
合
い
、
親
し
く
な

っ
た
。
三
日
に

一
度
朝
、
銀
行

へ
前
日
の

売
り
上
げ
を
届
け
に
行
く
役
目
が
回

っ
て
く
る
。
佐
枝
子
は
そ
の
と
き
に
彩
光
社

の
前
を
通
り
、
圭
造
と
合
図
を
交
わ
す
の
が
嬉
し
い
。
二
人
は
結
婚
の
約
束
も
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
彩
光
社

へ
商
品
を
卸
す
問
屋
の
二
〇
歳
の
娘
が
、
と
き
ど
き
圭

造
を
乗
せ
て
配
達
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
主
人
に
い
わ
れ
て
断
れ
ず
に
乗

っ
て
い

る
が
、
佐
枝
子
は
気
に
な

っ
て
つ
い
皮
肉
を
い
う
よ
う
に
な

っ
た
。
結
婚
の
約
束

を
し
て
女
房
気
取
り
で
焼
き
も
ち
を
焼
い
た
り
、
お
節
介
な
口
出
し
を
す
る
佐
枝

子
に
、
圭
造
は
身
に
覚
え
が
な
い
と
情
け
な
く
な
り
、
幻
滅
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
佐
枝
子
は
し
ば
し
ば
電
話
し
て
、
女
の
こ
と
を
い
う
の
は
愛
情
表
現
の

一
つ

だ
と
思

っ
て
い
た
が
、
圭
造
に
ど
れ
ほ
ど
幻
滅
を
感
じ
さ
せ
て
い
る
の
か
気
付
か

な
か

っ
た
。

以
上
が
三
浦
執
筆
分
全
二
五
話
の
梗
概
で
あ
る
。

　
　

三
浦
は
井
伏
鱒
二
と
の
対
談
で

「僕
は
、
今
も
こ
れ
か
ら
も
、
や
は
り
短
編
小

説
を
巨
分
の
仕
事
の
本
道
に
し
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。
」
「僕
が
ま
だ
学
生
の
頃
、

先
生
が
、
あ
あ
、
三
十
枚
の
い
い
短
編
が
書
け
た
ら
な
あ
、
と
時
々
お

っ
し
ゃ
っ

て
い
る
の
を
伺

っ
て
い
ま
し
た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
僕
の
根
底
の
と
こ
ろ
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。」
「先
生
が
そ
う
思
わ
れ
る
な
ら
僕
も
、
と
い
う
思
い
が
そ
の
頃
か
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ら
あ
り
ま
し
た
。」
と
述
懐
し
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
三
浦
哲
郎
は
後
に

「短
編
の
名
手
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
の
だ
が
、
三
十
代
半
ば
の
三
浦
は

「恋
愛
百
景
」
を
、
そ
れ
ま
で
よ
り
広
い
読

者
層
を
対
象
と
し
、
読
者
の
関
心
事
を
テ
ー
マ
と
し
た
短
編
小
説

の
、
修
練
の
場

と
捉
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

【
注

】

注

1

注

2
注
3

注
4

注 注
65

 

注

7

注

8

発
行
年
等
は
特
に
断
り
の
な
い
限

り
西
暦
と
し
、
下
二
桁
を
表
示
し
た
。

例
え
ば
、

一
九
六
〇
年
は
60
年
と
表
記
し
た
。

『
東
海
学
園
女
子
短
期
大
学
国
文
学
科
創
設
三
十
周
年
記
念
論
文
集

言

語

・
文
学

・
文
化
』
平
成
十
年
四
月

一
日
発
行

和
泉
書
院

『
読
者
と
と
も
に
20
年
i
平
凡
出
版
株
式
会
社
小
史
1
』
昭
和
四
十
年
十

一
月
十
日
発
行

平
凡
出
版
株
式
会
社

「
さ
よ
な
ら
、
百
万
雑
誌

『平
凡
』
四
十
二
年
間
の
幕
を
閉
じ
て
ー
」

清
水
達
夫

『
文
芸
春
秋
』
(
65
巻

14
号

87
年
且
月
)
所
収

注
3
に
同
じ

『
見
る
雑
誌
す
る
雑
誌
-
平
凡
文
化
の
発
見
性
と
創
造
性
1
』
江
藤
文
夫

66
年
10
月
10
日
発
行

平
凡
出
版
株
式
会
社

非
売
品

『
読
書
世
論
調
査
30
年
-
戦
後
日
本
人
の
心
の
軌
跡
1
』
昭
和

52
年
8
月

毎
日
新
聞
社

「
書
く
の
は
愉
し
」

一
九
七
九
年
十
月

一
日
発
行

『波
』
(新
潮
社
)
『
井

伏
鱒
二
全
対
談

下
巻
』

(二
〇
〇

一
年
四
月
二
十
五
日
発
行

筑
摩
書

房
)
所
収
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三
浦
哲
郎
初
期
恋
愛
小
説


